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経 済 ・ 金 融 情 勢 資 料 2 0 1 1 年 6 月

1. 米国では、 4月26・27日の米連公開市場委員会（FOMC）で、08年12月から据え置く政策金利（史上最低の0～
0.25％）を当面維持する方針が示された一方、6,000億ドルの国債買い入れる金融緩和策（QE2）は予定通り6月末
で終了することが決定した。 一方、5月の雇用統計は、失業率が9.1％と先月（9.0％）から悪化し、非農業部門雇用
者数も前月比5.4万人の増加にとどまるなど、労働市場環境の厳しさを示す内容となった。また、住宅関連指標、製
造業関連指標の結果も事前予測を下振れるものが目立つことから、景気減速懸念が一層強まっている。

2. 日本では、 6月13・14日の日銀金融政策決定会合では、10年10月に導入した「包括緩和策」（①政策金利の誘導
目標0～0.1％、②時間軸の設定、③10兆円規模の資産買入）の維持を決定するとともに、出資等や動産・債権担
保融資を対象とする新たな成長基盤強化支援のため、5,000億円の貸付枠を新設した。経済指標をみると、設備投
資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需） の4月分は、前月比▲3.3％と事前予想に反して2ヵ月ぶり
に下落した。一方、4月の鉱工業生産指数（確報値）は、前月比1.6％と東日本震災の影響が大きかった前月から
反転上昇。また、製造工業生産予測調査によれば、5月分は同8.0％、6月は7.7％と、震災からの復旧・復興にかか
る上昇も見込まれる。

3. 長期金利（新発10年国債利回り）は、米国長期金利（財務省証券10年物国債利回り）の低下や、菅政権が少なくと
も2次予算案の審議終了まで維持される見通しとなったこと、世界的な株価の弱含みなどを受け、低下圧力の強い
展開となった。直近にかけては、1.1％台前半を中心とした水準でのもみ合いが続いている。

4. 日経平均株価は、ドイツによるギリシャ支援策が示された6月初頭に一時9,700円台まで上昇した場面もあったが、
その後は米国の景気先行きや欧州の財政問題への懸念が高まったことから、直近は9,400円前後まで下落してい
る。

5. 外国為替相場（ドル円相場）は、 5月末にムーディーズが日本のソブリン格付けを引き下げる方向で見直す作業に
入ると表明したことで、一時1ドル＝81円台後半まで円安となった。しかし、米国経済の先行き懸念が拡大したこと
に伴い、6月上旬には一時1ドル＝80円台を割り込むところまで円高が進む場面もあった。直近は1ドル＝80円台半
ばとなっている。一方のユーロは、ギリシャの財政懸念の高まりから下落傾向での推移が続いており、財政健全化
法案を巡ってギリシャ政局の混乱が強まった6月中旬以降は、一時1ユーロ＝113円台までユーロ安が進行。

6. 原油相場（ニューヨーク原油先物・ＷＴＩ期近）は、中東・北アフリカの政治情勢が一時期に比べて落ち着いてきたこ
とや、欧米で景気先行き懸念が高まったことなどを受けて、6月中旬以降は1バレル＝90ドル台前半まで下落。
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• 米国金融政策：4月26・27日の米連邦公開市場委員会（FOMC）では、08年12月から据え置く政策金利（史上最
低の0～0.25％）を当面維持する方針が示された一方、6,000億ドルの国債買い入れる金融緩和策（QE2）が予定
通り6月末で終了することが決定した。ただし、インフレ加速は一時的であるとし、今後も保有債券の残高を維持
するなどの緩和的政策を続ける姿勢も示された。

• 米国経済：5月の雇用統計は、失業率が9.1％と先月（9.0％）から悪化し、非農業部門雇用者数も前月比5.4万人
増と事前予測（同16.5万人増：ブルームバーグ社）を大きく下回るなど、労働市場環境の厳しさを示す内容となっ
た。また、住宅関連指標、製造業関連指標の結果も事前予測を下振れるものが目立つことから、景気減速懸念
が一層強まっている。

米国経済：景気減速懸念が一層強まる
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国内経済：震災の影響が大きいが、先行き回復予想も

• 国内総生産（GDP）成長率：1～3月期の実質GDP成長率（二次速報値）は、前期比▲0.9％（同年率▲3.5％）と一
次速報からの大きな変更はなく、東日本大震災による国内経済への影響を再認識させる結果となった。

• 機械受注：設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需） の4月分は、前月比▲3.3％と事前予想
に反して2ヵ月ぶりに下落した。なお、機械受注統計は、今月分の発表から調査対象から携帯電話が除かれるな
どの修正が行われた新統計値となっている。

• 鉱工業生産：4月の鉱工業生産指数（確報値）は、前月比1.6％と東日本震災の影響が大きかった前月から反転
上昇。また、製造工業生産予測調査によれば、5月分は同8.0％、6月は7.7％と、震災からの復旧・復興にかかる
上昇も見込まれる。
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• 日銀金融政策：6月13・14日の日銀金融政策決定会合では、10年10月に導入し、11年3月の会合で拡大した「包
括緩和策」（①政策金利の誘導目標0～0.1％、②時間軸の設定、③10兆円規模の資産買入）の維持を決定した。
また、出資等や動産・債権担保融資を対象とする新たな成長基盤強化支援のため、5,000億円の貸付枠を新設し
た。

• 日本長期金利（新発10年国債利回り）：米国では、景気減速懸念の高まりから、米国長期金利（財務省証券10年
物国債利回り）が6月上旬に2.9％台まで低下した。これに加えて内閣不信任案否決により菅政権が少なくとも2次
予算案の審議終了まで維持される見通しとなったことや、世界的な株価の弱含みもあって、低下圧力の強い展開
となった。直近は、1.1％台前半を中心とした水準でのもみ合いが続いている。
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長期金利：米国景気減速懸念等を受けて低下
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株価：米国景気減速懸念・ギリシャ財政問題等により下落

• 日本株価：日経平均株価は、ドイツによるギリシャ支援策が示された6月初頭に一時9,700円台まで上昇した場面
もあったが、その後は米国の景気先行きや欧州の財政問題への懸念が高まったことから、直近は9,400円前後ま
で下落している。

• 米国株価：NYダウ平均は、米国の景気先行き懸念が強まっていることから、5月下旬以降概ね続落となり、6月中
旬には約5ヵ月ぶりとなる11,800円台まで一時下落した。

• 中国株価：上海総合株価指数は、依然としてインフレ圧力が高い中で追加金融引締めへの警戒感が根強く、6月
中旬には2,700ポイント台を割り込んだ。
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為替：ギリシャ財政懸念からユーロが下落
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• ドル円相場：5月末にムーディーズが日本のソブリン格付けを引き下げる方向で見直す作業に入ると表明したこ
とで、一時1ドル＝81円台後半まで円安となった。しかし、米国経済の先行き懸念が拡大したことに伴い、6月上
旬には一時1ドル＝80円台を割り込む場面もあった。直近は1ドル＝80円台半ばで推移している。

• ユーロ円相場：ギリシャの財政懸念の高まりから下落傾向での推移が続いており、財政健全化法案を巡ってギリ
シャ政局の混乱が強まった6月中旬には、一時1ユーロ＝113円台までユーロ安が進行。
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原油価格：景気先行き懸念等から下落

• ニューヨーク原油先物（ＷＴＩ期近）：中東・北アフリカの政治情勢が一時期に比べて落ち着いてきたことや、欧米
を中心として景気先行き懸念が高まったことを受けて、6月中旬以降は1バレル＝90ドル台前半まで下落。

• 米エネルギー情報局（ＥIA）：6月のエネルギー見通しで、2011年のＷＴＩ期近平均価格を1バレル＝101.91ドルに
下方修正した。また、2012年の同価格を1バレル＝107.00ドルに据え置いた。
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政府・日銀の景気判断：ともに上方修正

7月
景気は、着実に持ち直してきており、自律的回復への基盤が整いつ
つあるが、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にある。

海外経済の改善を起点として、緩やかに回復しつつある。

8月
景気は、着実に持ち直してきており、自律的回復への基盤が整いつ
つあるが、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にある。

海外経済の改善を起点として、緩やかに回復しつつある。

9月
景気は、引き続き持ち直してきており、自律的回復に向けた動きもみ
られるが、このところ環境の厳しさは増している。また、失業率が高
水準にあるなど依然として厳しい状況にある。

緩やかに回復しつつある。

10月
景気は、このところ足踏み状態となっている。また、失業率が高水準
にあるなど厳しい状況にある。

緩やかに回復しつつあるものの、改善の動きが弱まっている。

11月
景気は、このところ足踏み状態となっている。また、失業率が高水準
にあるなど厳しい状況にある。

緩やかに回復しつつあるものの、改善の動きに一服感がみられる。

12月
景気は、このところ足踏み状態となっている。また、失業率が高水準
にあるなど厳しい状況にある。

緩やかに回復しつつあるものの、改善の動きに一服感がみられる。

1月
景気は、足踏み状態にあるが、一部に持ち直しに向けた動きがみら
れる。

緩やかに回復しつつあるものの、改善の動きに一服感がみられる。

2月
景気は、持ち直しに向けた動きがみられ、足踏み状態を脱しつつあ
る。ただし、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にあ
る。

改善テンポの鈍化した状態から徐々に脱しつつある。

3月
景気は、持ち直しに転じているが、自立性は弱く、東北地方太平洋沖
地震の影響が懸念される。また、失業率が高水準にあるなど依然と
して厳しい状況にある。

改善テンポの鈍化した状態から脱しつつある。

4月
景気は、持ち直していたが、東日本大震災により、このところ弱い動
きとなっている。また、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい
状況にある。

震災の影響により、生産面を中心に下押し圧力の強い状態にある。

5月
景気は、東日本大震災の影響により、このところ弱い動きとなってい
る。また、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にある。

震災の影響により、生産面を中心に下押し圧力の強い状態にある。

6月
景気は、東日本大震災の影響により、依然として厳しい状況にある
なかで、このところ上向きの動きがみられる。

生産面を中心に下押し圧力が続いているが、持ち直しの動きもみら
れている。

（資料）内閣府「月例経済報告」、日銀「金融経済月報」より農中総研作成　（注）矢印は景気判断の方向を示す

2011年

年　月 政府月例経済報告 日銀金融経済月報

2010年

• 政府：6月の景気判断を「このところ上向きの動きがみられる」と4ヶ月ぶりに上方修正した。

• 日銀：6月の景気判断を「持ち直しの動きもみられている」と3ヶ月ぶりに上方修正した。
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内外金融市場データ

新発

10年
国債

 利回

債先

10年物
中心

限月

金利

スワップ

レート
5年物

（円-円）

仲値

無担保

コール

翌日物

TIBOR

ユーロ円

3ヵ月

LIBOR円
3ヵ月

TIBOR

ユーロ円

6ヵ月

金利

先物

(利回)

中心

限月

円ドル

スポット

レート
東京

17：00

現在

ユーロ

ドル
スポット

レート

ユーロ円

スポット

レート
東京

17：00

現在

日経平均

株価

（225種）

TOPIX
終値

NYダウ

工業株

30種平均

ナスダック
総合

上海総合

米国

財務省

証券
10年物

国債

利回

LIBOR

ドル

3ヵ月

独国

10年物
国債

利回

NY

金先物

期近

WTI
期近

OPEC

 バス
ケット

価格

11/04/27 1.215 139.94 0.606 0.063 0.3329 0.197 0.443 0.325 81.79 1.479 119.95 9,691.84 839.87 12,690.96 2,869.88 2,925.41 3.355 0.27 3.292 1516.7 112.76 119.34
11/04/28 1.200 140.05 0.595 0.064 0.3329 0.196 0.443 0.320 81.60 1.482 121.06 9,849.74 851.85 12,763.31 2,872.53 2,887.04 3.311 0.27 3.262 1531.2 112.86 120.90
11/04/29 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 1.481 休場 休場 休場 12,810.54 2,873.54 2,911.51 3.286 休場 3.239 1556.4 113.93 120.35
11/05/02 1.200 140.10 0.590 0.062 0.3329 休場 0.443 0.325 81.51 1.483 120.65 10,004.20 865.55 12,807.36 2,864.08 休場 3.279 休場 3.246 1557.1 113.52 119.90
11/05/03 休場 休場 休場 休場 休場 0.196 休場 休場 休場 1.483 休場 休場 休場 12,807.51 2,841.62 2,932.19 3.247 0.27 3.279 1540.4 111.05 118.75
11/05/04 休場 休場 休場 休場 休場 0.196 休場 休場 休場 1.483 休場 休場 休場 12,723.58 2,828.23 2,866.02 3.216 0.27 3.296 1515.3 109.24 116.96
11/05/05 休場 休場 休場 休場 休場 0.196 休場 休場 休場 1.454 休場 休場 休場 12,584.17 2,814.72 2,872.40 3.150 0.27 3.215 1481.4 99.80 112.80
11/05/06 1.140 140.75 0.551 0.063 0.3321 0.196 0.442 0.320 80.41 1.432 116.84 9,859.20 856.50 12,638.74 2,827.56 2,863.89 3.146 0.27 3.170 1491.6 97.18 104.40
11/05/09 1.140 140.58 0.561 0.065 0.3321 0.196 0.442 0.320 80.65 1.437 116.42 9,794.38 853.21 12,684.68 2,843.25 2,872.46 3.160 0.27 3.103 1503.2 102.55 108.08
11/05/10 1.140 140.66 0.559 0.065 0.3321 0.196 0.442 0.320 80.81 1.441 116.06 9,818.76 856.46 12,760.36 2,871.89 2,890.63 3.214 0.26 3.122 1516.9 103.88 111.48
11/05/11 1.125 140.70 0.560 0.065 0.3321 0.196 0.442 0.320 80.72 1.419 116.12 9,864.26 857.62 12,630.03 2,845.06 2,883.42 3.159 0.26 3.128 1501.4 98.21 111.35
11/05/12 1.110 140.73 0.558 0.067 0.3321 0.196 0.442 0.320 81.10 1.425 115.35 9,716.65 849.34 12,695.92 2,863.04 2,844.08 3.223 0.26 3.109 1506.8 98.97 107.20
11/05/13 1.115 140.82 0.548 0.065 0.3321 0.196 0.442 0.325 80.52 1.412 115.17 9,648.77 839.94 12,595.75 2,828.47 2,871.03 3.171 0.26 3.077 1493.6 99.65 108.93
11/05/16 1.135 140.70 0.557 0.069 0.3321 0.196 0.442 0.325 80.95 1.416 114.50 9,558.30 829.55 12,548.37 2,782.31 2,849.07 3.147 0.26 3.116 1490.6 97.37 107.79
11/05/17 1.155 140.60 0.566 0.069 0.3321 0.196 0.442 0.330 81.63 1.424 115.60 9,567.02 828.85 12,479.58 2,783.21 2,852.77 3.116 0.26 3.093 1480.0 96.91 106.60
11/05/18 1.150 140.64 0.565 0.069 0.3321 0.196 0.442 0.325 81.02 1.425 115.50 9,662.08 837.96 12,560.18 2,815.00 2,872.77 3.180 0.26 3.120 1495.8 100.10 107.40
11/05/19 1.150 140.57 0.569 0.070 0.3321 0.196 0.442 0.330 81.81 1.431 116.46 9,620.82 831.89 12,605.32 2,823.31 2,859.57 3.171 0.26 3.114 1492.4 98.44 107.88
11/05/20 1.125 140.82 0.554 0.070 0.3321 0.196 0.442 0.330 81.62 1.416 117.02 9,607.08 827.77 12,512.04 2,803.32 2,858.46 3.145 0.26 3.057 1508.9 99.49 107.42
11/05/23 1.120 140.79 0.553 0.069 0.3321 0.196 0.442 0.325 81.43 1.405 114.09 9,460.63 817.68 12,381.26 2,758.90 2,774.57 3.129 0.26 3.014 1515.4 97.70 105.46
11/05/24 1.120 140.82 0.549 0.094 0.3321 0.196 0.442 0.330 81.84 1.410 115.04 9,477.17 819.16 12,356.21 2,746.16 2,767.06 3.114 0.26 3.069 1523.3 99.59 107.30
11/05/25 1.120 140.89 0.547 0.078 0.3321 0.196 0.442 0.330 82.09 1.409 115.24 9,422.88 817.74 12,394.66 2,761.38 2,741.74 3.130 0.25 3.048 1526.7 101.32 107.99
11/05/26 1.145 140.60 0.563 0.072 0.3321 0.196 0.442 0.330 81.93 1.415 116.15 9,562.05 827.08 12,402.76 2,782.92 2,736.53 3.057 0.25 2.997 1522.8 100.23 109.83
11/05/27 1.120 140.88 0.549 0.069 0.3321 0.196 0.442 0.330 80.99 1.432 115.43 9,521.94 824.90 12,441.58 2,796.86 2,709.95 3.074 0.25 2.985 1536.3 100.59 110.27
11/05/30 1.120 140.91 0.545 0.069 0.3321 休場 0.442 0.330 80.83 1.428 115.39 9,504.97 823.68 休場 休場 2,706.36 3.074 休場 2.976 休場 休場 109.59
11/05/31 1.150 140.63 0.567 0.067 0.3321 0.196 0.442 0.330 81.60 1.440 117.62 9,693.73 838.48 12,569.79 2,835.30 2,743.47 3.061 0.25 3.020 1535.9 102.70 111.20
11/06/01 1.155 140.54 0.573 0.066 0.3321 0.195 0.442 0.335 81.39 1.433 117.35 9,719.61 839.41 12,290.14 2,769.19 2,743.57 2.941 0.25 2.987 1542.4 100.29 111.44
11/06/02 1.135 141.05 0.541 0.068 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.97 1.449 116.52 9,555.04 825.76 12,248.55 2,773.31 2,705.18 3.030 0.25 2.990 1532.0 100.40 109.91
11/06/03 1.125 141.06 0.542 0.068 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.65 1.464 116.79 9,492.21 816.57 12,151.26 2,732.78 2,728.02 2.986 0.25 3.058 1541.7 100.22 110.44
11/06/06 1.145 140.94 0.550 0.064 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.23 1.458 117.30 9,380.35 807.99 12,089.96 2,702.56 休場 2.995 0.25 3.025 1546.5 99.01 110.09
11/06/07 1.160 140.75 0.559 0.066 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.23 1.469 117.61 9,442.95 813.76 12,070.81 2,701.56 2,744.30 2.995 0.25 3.094 1543.3 99.09 110.66
11/06/08 1.150 140.75 0.555 0.067 0.3321 0.195 0.442 0.330 79.84 1.458 117.08 9,449.46 814.45 12,048.94 2,675.38 2,750.29 2.939 0.25 3.054 1538.1 100.74 111.93
11/06/09 1.130 141.06 0.541 0.069 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.10 1.451 117.19 9,467.15 812.95 12,124.36 2,684.87 2,703.35 2.997 0.25 3.030 1542.1 101.93 113.43
11/06/10 1.130 140.90 0.539 0.068 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.09 1.435 115.79 9,514.44 817.38 11,951.91 2,643.73 2,705.14 2.969 0.25 2.961 1528.6 99.29 113.45
11/06/13 1.135 140.95 0.538 0.068 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.33 1.441 115.39 9,448.21 812.26 11,952.97 2,639.69 2,700.38 2.984 0.25 2.958 1515.0 97.30 113.33
11/06/14 1.145 140.78 0.545 0.072 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.37 1.444 116.19 9,547.79 822.86 12,076.11 2,678.72 2,730.04 3.097 0.25 3.014 1523.8 99.37 113.59
11/06/15 1.160 140.60 0.555 0.070 0.3321 0.195 0.442 0.330 80.60 1.418 115.84 9,574.32 824.65 11,897.27 2,631.46 2,705.43 2.969 0.25 2.953 1525.6 94.81 112.62
11/06/16 1.120 141.07 0.539 0.069 0.3321 0.195 0.442 0.335 80.62 1.420 113.98 9,411.28 812.41 11,961.52 2,623.70 2,664.28 2.927 0.25 2.916 1529.3 94.95 109.55
11/06/17 1.115 141.17 0.538 0.068 0.3321 0.195 0.442 0.335 80.49 1.431 113.80 9,351.40 805.34 12,004.36 2,616.48 2,642.82 2.945 0.25 2.959 1538.6 93.01 107.51
11/06/20 1.115 141.22 0.536 0.069 0.3321 0.195 0.442 0.340 80.16 1.430 113.90 9,354.32 806.83 12,080.38 2,629.66 2,621.25 2.958 0.25 2.965 1541.5 93.26

（資料）Bloombergより農中総研作成

長期金利 短期金利 外国為替 海外金利 その他内外株価指数
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